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コロナ禍を越えて、約 15,000 人が集結する大型医学会 

日本循環器学会学術集会が開催されます 

   

3 月 8 日（金曜）から 3 日間、「第 88 回日本循環器学会学術集会」が神戸コンベンショ

ンセンター（神戸国際会議場・神戸国際展示場・神戸ポートピアホテル）で開催されます。 

日本循環器学会は 32,000 名を超える医療従事者が属する国内最大規模の団体。1936 年

の設立以来、循環器病の予防・診断・治療に関する研究と教育を推進し、最新の知見共有、

学術の発展及び社会寄与を目的とし、活動しています。 

2022年にも神戸で開催されましたが、コロナの影響により完全オンライン開催となりま

した。今回は、リアル開催で 2007 年以来 17 年ぶりの神戸開催となります。会長は神戸大

学大学院の平田健一先生が務められます。約 15,000人の参加が見込まれており、神戸市は

市内への経済波及効果を約 10億円超※1と試算しています。 

 

会期中には、参加者に神戸スイーツを楽しんでいただく企画も。神戸の有名パティスリ

ーがタッグを組んだ「オリジンコウベ」のケーキ 3600個を 3日間、日替わりでお楽しみい

ただきます。そのほか、学会運営には神戸市内のシニアボランティアスタッフ※2 にもサポ

ートに入っていただき、参加者の方々を地域ぐるみでお迎えします。 

 

市民向けには、元女子サッカー選手の澤穂希さんも登壇するイベントや、循環器疾患の

予防や治療に関する知識を広める公開講座も開催されます。 

 

※1：参加者 1 万人、3 日間の医学会の市内経済波及効果／観光庁モデルによる試算フォーマットを利用し、 

神戸市が算出 

※2：市内高齢者の外出機会増加や社会参加促進を目的とした神戸市事業「KOBE シニア元気ポイント」 

 

１．学会名 

第 88回日本循環器学会学術集会 

The 88th Annual Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society 

 

２. 大会長 

平田 健一（神戸大学大学院医学研究科 内科学講座 循環器内科分野 教授） 

 

３．開催日時 

2024年 3月 8日（金曜）～3月 10日（日曜） 

  

４．開催場所 

神戸コンベンションセンター 

（神戸国際会議場、神戸国際展示場、神戸ポートピアホテル） 

 

 



 

 

 

５．規模 

  参加予定人数 約 15,000名 

 

６．第 88 回日本循環器学会 学術集会について 

  今回の学術集会のテーマは「未来につなげる循環器学-循環器病克服への挑戦-」。 

  循環器病は、死因トップ 3に挙げられる心疾患を含む病気です。学術集会では、 

最新の研究成果や治療法が発表され、循環器病の克服に向けた議論が行われます。 

 

７．市民公開講座・市民向けイベントのお知らせ 

■3月 10 日（日曜）市民公開講座 

①12時 20分～13時 30分「補助人工心臓（VAD）治療の今を考える」 

会 場：神戸国際会議場 3階 第 18会場（レセプションホール） 

参加費：無料（事前申込不要） 

 

②13時 20分～14時 20分「肺高血圧症と共に」 

会 場：神戸国際会議場 4階 第 19会場（401+402） 

参加費：無料（事前申込不要） 

 

③14時～15時 30分「先天性心疾患をもって大人になること～移行について知ろう～」 

 会 場：神戸国際会議場 3階 第 18会場（レセプションホール） 

 参加費：無料（事前申込不要） 

 

④15時 30分～17時「命の大切さを考える～心肺蘇生法（コールアンドプッシュ）を学ぼう～」 

会 場：神戸国際展示場 1号館 2F 第 9会場（展示室 A） 

参加費：無料（事前申込制） 

 

■3月 9日（土曜）、10 日（日曜）市民向けイベント 

開催時間：各日 10時～16時予定 

会  場：ポートアイランド市民広場 

内  容：子育て中の方を対象に、健康的な食事や運動など循環器病の予防法の理解 

を深めるイベントを開催。また、一般市民による AED使用が認められてか 

ら 20周年を記念した AED講習も実施します。 

キッチンカーの出店や、元女子サッカー選手の澤穂希選手を招いたトーク 

ショー、キャラクターショー等を開催。うんこ先生などのゆるキャラが大 

集合します。 

申し込み：不要 

主  催：日本循環器学会、日本循環器協会 

企画運営：㈱エイトプロダクト、アームエンタープライズ㈱、㈱ラジオ関西 

 

 


